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薬 害による柿の落葉について 1

後藤岩三郎

(山形大学農学部応用植物学研究室)

Iwas:もburoGOTO Notes Oll the Le~!-abscissioll of Japanes日 persimlllon

by Spray-illjur・y制

柿の薬害による7存~については鋳方的，佐藤公一 (1944) 等の研究がある.小林4) は 1也の果樹と共に

柿についての生理学的な機構を報告している.筆者は二三の簡単な観察を行ったので，それをまとめ概

略を述べる 研究に当り種々御配慮:をいただいた学部長石川武彦教授，山形!関知事室調査課，及び、佐藤

正己教授に深く感謝する.

方法。結果 実験は昭和26年 G 月 ~7 月の間，当研究室内で行われた. 5-10 枚の~~を持つ/1、1交を，

71¥の入った 500c.c. エJレレンマイヤ{プラスコに押し，急:激な乾燥をさける震に大型プリキ筒をそのと

からかぶせた.此の材料に種々の操作を与え，変化を観察した.硫酸銅は 5%水溶液を小型スsフ。レヤ戸

で滴る程度に撒布し，特に或る部位にJ散布したくない場合にはそとをどラノリンで沿拾った.植物ホルモ

ンには 1:7何ナフタレン酷酸ラノ1);/を使した.エチレンクロ{ライドはな激Iζ落葉させるのに肝いた

が高さ 50Clll箆 .30cmブリキ筒内に約 2c.c.を蒸発させた pHの指示薬にはブロ{ムクレゾ{ルグリン

¥pH4.0-5.s)，ペロオキシダ{ゼ反応、は過酸化水素水とベンヂジンとを佼った.カグラ{ゼの泊力測定は

柿内3)によった.続衡液 (pH=s.8)10c.c.に各k の磨砕物をト戸シヨンパランスにより生体重を知り，

10分間の排出 O2 量を測った.硫酸銅添加というのはその中に 0.05%硫酸銅水溶液 1c.c.を加えたも

のであって，阻害さがは(対照区一硫酸銅区)/対照宮を%で示しである.以上の成果を第 1-第4表[iC掲

げる.

考察 (1) 葉剤の落葉促進作用，植物ホルモン離脱阻止作用7)は離居に対する直接的な効果:a::持ち，

'1'al>.l. 種々の処理による搭葉の程度
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Tab.3. pH及び Pel'ox:iuase反応の変化

pH Pel'ox:iea回反応、
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Tab. 5. pJI及び22透庄(鋳方による)
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Tab.4. 

5).4 幻~~長径

4ラ.宮95.4 葉成44.3 成葉長径 (1うcm)

作用在!日立が速くなるとその効果は著しぐ減少する.

第 ]-1夫 B，C区は葉身が全く失われない限り落葉は大して促進されないとと左示す.繋剤によって

葉身の組織がその部分Dみ、機部を失い山には影響!a:与えないとしたら容易に落葉しないものであろう.

ととは{山の部との理由としては衣の 2の場合が考えられる.離居，しかし実際にはその危険は大きい.

分よりも著しく刺戟に敏感なのであるが，此に対して 1はクトから，他の 1は導管a:通じて門から作用す

る場合である.小林4)は後者を推察している(前lrとの比較ではない).筆者の実験でも第 1-lE区にう

自[Jち擦問IC撒布された更に葉両i及牧をさせると枝の葉に硫酸銅の析出するのを観察した.かがわれる

剤薬が葉脈を通り移動する際に離居に被害を及ぼす.

(第とれは闘場の実容の大部分と推察される多;に直接m住居の部分に薬剤が撒布される場合であるが，

1-2去参照、)・植物ホルモンの果実離脱阻止作用は実用試験も行われているが，第2-1去に明かなように

とれも間住居部に対する直接的な作用を持つ.同去でC特にD区ではB区よりも極めて多量の植物ホルモ

ンをと使用したのであるがその効果は間ii居に少量塗布した場合よりも減少している.第2-2去ははげしい

落葉をもたらすエチレンクロ{ライド1) 左作用せしめたものであるが植物ホJレモンの効果は著しい.主主:

日oward7)も観察している.

ペロオキシグーゼヱ);~を観察した. pHは対照区では帥居の葉柄の[日IJで

とれは葉が茎よりもより若いと考えられるから当然の:<1iで、あり，鋳方2)がiHlJ

とれは Allan1)， 身a:全部除去したもので、は永い間校に附着している.

次に落葉する時の p百，(2) 

より酸性である(第 3表).

日IFifが定した若，成葉汁液の pHを参照すべきであろう(第5表).落葉を促進させる処理を加えると，

(第3表 D，

ベロオキシグ{ゼの反応は4Mt処理区では，融居においてその両側よ Dも弱い.自住居の機能上当然であ

るが，一落葉促進処理を行うと離j音反応は包:激に大きく現われる.離qjtが短時間に行われる時には細胞分

たつにつれて両者の差は少くなり，落葉後では葉柄に属する離居がよりアルカリ性となる

日区).
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裂は観察されないめのであるがp 以上の pH，ベロオキシグーゼ反応の変化はそのような場合でも見ら

れる.離脱にむける細胞分裂，澱粉その他の物質移輔 56.7が呼吸を促進すると思われるがその関係は今

後の課題である.

上記の変化は植物ホルモン塗布によって阻止されているのが判然と観察出来る.

(3) 銅液を葉商に撒布する時，成葉はクチクラ j菅の厚いためにその~透がさまたげられているので薬

害は少い.更に第 4表に会[1られるように原形質そのものが硫酸銅に対して強い抵抗性を持つ.法透圧は

成葉ではるかに高い.(第5表)ので，持技法による時は成葉で容が大きい.しかし以上のようにクチク

ラ居の厚い事，及び原形質がより強い抵抗性を持つととから実際の襲容は幼葉で大きい.

摘 要

1) 薬害による落葉，植物ホルモンによるその阻止，は共に3誌の肉住居音sに対する直接的な効果であ

る.

2)落葉する!侍，離j青に於ける pH，ベロオキシグ{ゼ反応の変化は植物ホルモンにより阻止される.

3)成葉の原形質は硫酸銅に対して幼葉のそれよりも抵抗性が強い.
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Summary 
j 

As 色.heJapaue目。 persimmOllare oftcu iufec七日dwith mauy diseases， such as Allthracllos('， 
Allgular Spo七ぬd工eafCωt alld Circular Spo批刷1T~eaf Cast e七c.，we usually spray with tl:c 

Bordeaux mix色ul'・e.However・， sometim日swe are worriecl ahout the clcfoliation caus巴dby th付

spray-iujury of Bordeaux mixturc. 1'hc writer Iut叩 rlsωreportthe phsiological observatiollS 

011 th日 m日chauismof leaf-ahseissiou. 

He tried various treatmellts wIむhs日veralsmall七wigswith 5-10 leaves ins日rtedillω5000.0. 

Erlenmyer-flasks， alltl ooverec1 by till box日sas llot to c1ry qUIcldy. 

1. Deblac1illg， treatillg with vapors of ethyleu ohloride， awl sprayiug with 5μaquoatie 
日olutiouof CuS04 acoelr前日むhesh乱tl(1illg(1'ef. 1'ab. 1-1). Spr・ayiugwi七hsolutiou direotly the 

absoissioll-zone， he ohsC'rverl七hat七hedefolia七ionis mor白 quiokaud severe than that りfthe othe1' 

parts of leaf (ref. Tab. 1-2). A口口ro(liugto this r臼sult，む S巴日lllSthat the rlefoliatIou of spray-

injury iu orohar巾 iscausec1 Jl10S七lyby these c1irect effectョtothe山scissioll-ZOlle.Leaf-sherlc1ing 

is much clelayed wi七hhormolle (such as paste of 1 % (J.-uaphthalen a口eticac:itl) clirectly applierl 

toもheahscission-zou日 ius七eadofむooth巴1・parts.

2. As位1edef oliatiou uo七 alwayshappen even when th日 3/4of blade cut oft'， it seems that 

the chemical sllhstallces， absorbed frOlll leaf surface allu conducted to stem through vessels， affect 
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to七11(' abscission-zone d巴structively(ref. Tab. l-1C). The ceIls of this zonu are mor日目日usitive
thau these of other pa1'的 ofpe七ioleand st日m.

3. In七hellntrae飴(1leaf， th日 pH va[lIc is far low ill petole sir1e thall stell1日ide. Similar 

relatioll of pH vallle is s日日IIhetweell yOllng anc1 old leav日s(1'ef. Tah. 5). 1n七hetr日抗日dmaterials， 
the pH va[lI臼 of七[wsetwo parts品renea1'rly eq lIal anrl after the clefolia七iOllthe vallle of petioltう

side becomes higher thau 目的m si<l日 (s(~日 foIlowillg tahle). This variatioll of pH vallle is hilJ(le1'日d
hy the horll1one. 

4) As七he川、日口issiOlトzoueis no七七hetisslle of assimilatioll， the 1'eaction of Peroxidas臼 (HUz，
B日lldizin)in this zone is more weak than tha七iuthe othe1' part of petiole. Befo1'e sep~~ratioll of 
abscission ZOlle plasma七icοollteus ipcreasu and sometill1es ceIl-division 0口口lIrs.1n th日 cOllllitioIl 

above mentioned， respiration is proll1otec1 qllickly anr1 • peroxidase reactioll ll(.wmes strong. This 
varu凶iOllis delay巴rlby the plant hormolle too (see followiug tarlle). 

5. wh日n twigs are ius巴rtedin the CuSU'J sollltio口， lllatur日dleaves which haγe very high 

oSllletic pressu1'e shac1白日日vera.thau youuger ones. By the c1ifference ofもhickll巴S8of cutir、ll[ar

layer and the plasmatic resistall口eto ClISCλ，七hespray-injury gives lllore damage to yOllng 

leav巴sthall maturec1 on日s. Tab. 4 show七he hillc1erlles-r・2凶ioof the catalase activi七yl)by ClISO.J・
The <1eεre臼 ()fcoagula七iOllof plasmlt caus代1by CU-IOll Ill young leaves is higher than tha七olll
011es. 

V3ol'iations 01' pH anh of peroxidas-守C'l'eactionin the abscission-zone 

tl'eatlll8nts 

A unlreulocl 
n Debludding a11 
C Do， hormonp p30ste applied to abs. zono 
D ぐr..e3otingwith yltpour of ethylen chlol'ide 
E Do， hOl'mone pasje 3oppliod to 3obs. zone 

* defo!iate 

Peroxiduso-l'ertction of 
pI-I of ab~'cif;sion-zone .1. VLV;b~!~i~山1-zone

3-da五aftel' 5 (函亘f'torl!__ ~百五日 3ft百二了5 days一

山 III I pe~i?le ! s~~m I pe~i?le 11ぉtOmI abs. I削 iolei ，af'te，' 
sid9 I side side川 side II ，.，'-<:J[U  I ZOl1lJ I pUtiVHJ I nbs' zone 
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1) Add }h02 to the mucel'ated l'3omples， anb Illo:lsured O2 by Eudiomoter uftu-a corfuin limr， CuSO.J is 
0.001 '}合 solution.
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01山1勾j賀主盆主三 :1食支用蝋止牛与 (コエ二スカ Jパルlレ〆 1式や¥， 8n川1叫alμO，工Le目s担悶c町:伐げl

(gll】lot'1 PclioIl1l'】h，比，Ia刈

の~mll主 3001凶にて一匹の鯛午から 5 年間に 110 億匹

L吋] 

士十ロ{マにて自局守二を食卓lこ上せたものである.それ

が欧州に弘まったのは18i仕組のこと万，今Itパリが本

主おとなっている. ブラ νスには焔11二幕開の料理問があ

って続分の強い向馳走として i年間!の消費は約1弓トン

(800万匹) にで，米自に於ても需要が多いので泊料i賓

として輸出している.初萄嫡tl二と林総桐午の 21'電1兵力;
あって共に養殖されて民る. jl同午には11羽田手去を比較

的多く合んιでいるから低iEi乾燥しそれを粉末又は錠j判

の形にて消化繋を作る.

1mヲb利力日明守二 (Afl'ican sllalu.) (Achatina fulicaJ 

最大の崎午にて長さ 6-9イシチ，オレシヂ大であ

る.殻l士総，紫，桃，褐，、と色々組合せに雪白色のJ'XE

点がある.寿命ば 5~6 年だが繁7t!r力 l主多産の引合に

t目される野mなど物の数でない. この嫡午l主雌雄同体

で卵を差まないものは一回もいないわけ万ある，一回

¥が生れることになる驚具的繁殖‘でおる.卵の大会主l士

燕の卵{立にて， アフリカカ原{主民Ii:大古からこの明午

と共に食用として珍重ナる.その殻l主コヅプ共他の道

具として使っている.中国にてもいろいろ附牛を食料

に供し、ている・天務災 ¥ 点 制 一一一 i 

暇 l瑚午料理問・四一、J叶一一日空 i
我国にても溜r*収 l士附焼|水 分~~，~I 78主[

1 ;f:li蛋 白 質 1 16，引 15，91
f凶煮などとする.外に小[粗脂肪 1;4! 0;91 

|可i存無宝物 0，5i 2，宮、
見好薬と云う・ヒタリマ[粗友分 Iì':~ I 2止
キマイマイ (左巻網午) 一一 l一一一一

'~hudra <]u問 sitaJ，マルテシキセノレ(煙草兵)[l¥Iegal“ 

ophaed日間 m日 lensi]-?ルタコシ(丸田螺)[Uipangop-

a!udina ll1aueataJ，ミスヂマイマイマ〆((三筋)[日目ha【~ra

peliomphala] etc数十種あるがみな食べられる.ナメ

グヂ(断t命， Slag) (Meghimatiull1 hilinatmnJは薬餌

としてf{戸家が好んでゑべる.
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